
 

「伝統と文化」を軸にした学習【実践事例】 

○ 第３学年 総合的な学習の時間 単元名「京都や地域で伝え続けたい昔話や京ことば」単元計画及び学習指導略案 

 

◇本単元設定の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇本単元の目標 

 「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」について体感したことを，他学年に発信することを通

して，「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」に対する理解や考えを深める。 

 

◇本単元で育てようとする資質や能力及び態度 

 【学習方法に関すること】 

  ・手段を選択し，情報を収集する。 

  ・相手や目的に応じて，分かりやすくまとめ，表現する。 

 【自分自身に関すること】 

  ・目標を設定し，課題の解決に向けて行動する。 

 【他者や社会との関わりに関すること】 

  ・他者や社会とのつながりを受けとめたり，他者と協同して取り組んだりする。 

 

◇本単元の評価規準 

 【関心・意欲・態度】 

  ○「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」について関心をもち，自ら追究していく課題を決定 

している。 

  ○「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」について学んだことから，京都や地域の一員として 

の自覚をもつとともに，京都にゆかりのある「言語文化」を大切にしようとしている。 

 【思考・判断・表現】 

     ○「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」について体感したこと（本単元では特に，きいた 

り，読んだり，触れたり，感じたり，親しんだりしたこと）を分かりやすく表現している。 

 【技能】 

○「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」について，読み聞かせを聞いたり自分で読んだり， 

図書資料を活用したり，聞き取り調査したりして，必要な情報を集めている。 

 【知識・理解】 

  ○京都にゆかりのある「言語文化」に触れ，話のおもしろさや独特の語り口調，言い回しなどに気 

付き，親しんでいる。 

 

昔話は数多くあるが，「浦島太郎」や「一寸法師」が，京都にゆかりのある昔話であることを知っ

ている子どもは少ないのではないだろうか。 

また，「おおきに（ありがとう）」「きばる（努力する）」「～はる（～なさる）」「おいでやす（いらっ

しゃいませ）」「おはようさん（おはようございます）」などの「京ことば」についても，聞いたこと

はあるけれど，どのような意味なのかまでは知らない，何となく使っていたという子どももいるの

ではないかと考える。 

そこで,子どもたちが「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」について体感したことを他学年

の子どもたちに発信することを通して,京都にゆかりのある「言語文化」を大切にする態度をもつこ

とができると考え,本単元を構想した。 



 

◇本単元の展開（全 20 時間） 

時 学習活動（◇）と子どもの反応（・） 

必要な教材など（◆） 

「伝統と文化」に関わって

必ず提示する教材（○伝） 

支援（＊）留意点（○）

評価 

【但し，「地域で学ぶ強み」

となる素材をどのように

学習活動に組み込むのか，

その支援については，○伝及

び太字ゴシックで示す。】

１
・
２ 

◇「古典の日記念 京都市平安京創生館」

の「平安京創生館『探検マップ』」の「ま

んがで古典に親しむコーナー」を見る。

・「まんがで古典に親しむコーナー」の「源

氏物語」と「枕草子」はどのようなお

話なのだろう。 

・読んでみたいな。 

・「枕草子」の「春はあけぼの」は，「春は

明け方がよい。」という意味なのだね。

・「源氏物語」の「ありけり」は「あった」

という意味なのだね。 

・難しいなぁ。 

・「源氏物語」と「枕草子」は，平安時代

のお話（昔のお話）なのだね。 

◇知っている昔話について話し合う。 

・「桃太郎」を知っているよ。 

・「浦島太郎」を知っているよ。 

・「一寸法師」を知っているよ。 

・「おむすびころりん」を知っているよ。

１年生のときに勉強したね。 

・京都に関係のある昔話があるのだね。

・どんな昔話なのかな。 

・先生が読んでいる昔話は，「一寸法師」だ。

・ぼくは「一寸法師」をじっくりと読ん

でみたいです。 

・「キツネ坂」は，本当にある坂のことな

のかな。 

・わたしは「一休さんのとんち」を読ん

でみたいです。 

・「おさるのしりはなぜあかい」はどのよ

うなお話なのだろう。 

・早く読んでみたいな。 

 

 

 

○伝「学習に活用できる『平

安京創生館』」 

○伝「枕草子」 

「源氏物語」 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 第１学年国語科「むか

しばなしがいっぱい」

の挿絵 

 

 

 

○伝京都にゆかりのある昔話

 ⇒「一寸法師」 

  「木列坂（キツネ坂）」

  「かえるをのみこん

だととさん」 

  「一休さんのとんち」

  「おさるのしりはな

ぜあかい」 

 

 

 

 

○伝「古典の日記念 京都市

平安京創生館」の「平安

京創生館『探検マップ』」

を用いることで，「枕草

子」と「源氏物語」に関

心をもち，それらが平安

時代のお話であること

に気付くことができる

ようにする。 

 

 

 

 

 

○伝「一寸法師」という題名

を明かさず，京都にゆか

りのある昔話と伝える

だけで読み聞かせを行

うことで，「一寸法師」

と京都の関係に関心を

もつことができるよう

にする。更に，他の昔話

の題名を紹介すること

で，京都にゆかりのある

昔話を読んでみたいと

いう，意欲をもつことが

できるようにする。 

 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 
「源氏物語」「枕草子」「一寸

法師」の読み聞かせから，昔

話に関心をもち，読もうとし

ている。 
（行動観察） 



 

３
・
４
・
５ 

◇京都にゆかりのある昔話を読み,お気に

入りの作品を選び,おもしろかったとこ

ろや気になった言葉について交流する。

・「一寸法師」は，うちでの小槌のおかげ

で立派な若者になれて嬉しかっただろ

うなと思います。 

・「木列坂（キツネ坂）」を読んで，およ

しさんが仕事も家族も大切にする気持

ちがきつれ坂のキツネに伝わったのだ

と思いました。 

・「かえるをのみこんだととさん」を読ん

で，「鬼は外」の意味がわかりました。

ととさんが何でものみこむところがお

もしろかったです。 

・「一休さんのとんち」を読んで，おしょう

さんに叱られずにあめを食べる方法を考

えた一休さんはすごいと思いました。 

・「おさるのしりはなぜあかい」を読んで，

たしかにおさるのおしりはあかいなと

思ったことがあったけれど，その理由が

わかったので，おもしろかったです。 

・「それなら」を「ほんなら」と言ったり，

「ごちそう」を「ごっそう」と言ったり

して,おもしろいなと思いました。 

・「京ことば」というのだね。 

○伝京都にゆかりのある昔話

 ⇒「一寸法師」 

  「木列坂（キツネ坂）」

  「かえるをのみこん

だととさん」 

  「一休さんのとんち」

  「おさるのしりはな

ぜあかい」 

○伝ワークシート「京都の

昔話を読んで」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊京都にゆかりのある

昔話を読んで，おもし

ろかったところや気

になった言葉を「ワー

クシート『京都の昔話

を読んで』」に記録す

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

◇「京ことば」の意味を考える。 

・「おはようおかえりやす」の意味は，「早

く帰ってきてね。」かな。 

・「おはようおかえりやす」は，「いって

らっしゃい」という意味なのだね。 

・「かいらしい」は，「かわいらしい」と

いう意味なのだね。 

・「せんど」の意味は,「何度も」なのだね。

・「たく」は「煮る」で合っていた。 

・「ちびっと」の意味は，「ちょっと」な

のだね。 

・「京ことば」はやさしい感じがするね。

・「京ことば」は上品な感じがするね。 

・「京ことば」について調べてみたいな。

○伝「京ことば」の事例 

⇒「おはようおかえり

やす（いってらっ

しゃい）」 

「かいらしい（かわ

いらしい）」 

「せんど（何度も）」

「たく（煮る）」 

「ちびっと（ちょっ

と）」 

などを提示する。

 

 

 

○伝「『京ことば』○×クイ

ズ」を行うことで，それ

ぞれの「京ことば」の意

味を考えたり，「京こと

ば」についての興味や関

心をもったりすること

ができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

【技能】 

「京都にゆかりのある昔話」に

ついて，読み聞かせを聞いたり

自分で読んだりして，必要な情

報を集めている。 

（ワークシート） 

【知識・理解】 
「京都にゆかりのある昔話」を

読み，そのおもしろさや独特の

語り口調，言い回しなどに気付

いている。 

（行動観察・ワークシート）

【関心・意欲・態度】 
「京ことば」に関心をもとうと

している。 
（行動観察・ワークシート）



 

７

・

８

・

９ 

・

10 

・

11 

・

12 

・

13 

・

14 

・

15 

◇「京都にゆかりのある昔話」を見つけ

て読んだり，「京ことば」を調べたり集

めたりする。 

・どのようにして「京都にゆかりのある

昔話」や「京ことば」を集めると良い

かな。 

・図書室に「京都にゆかりのある昔話」

や「京ことば」の本があるかもしれな

いよ。 

・コンピュータを使ったり，人に尋ねた

りしても良いかもしれないね。 

・「浦島太郎」「牛若と弁慶」も「京都に

ゆかりのある昔話」なのだね。 

・「京ことば」では，わたしのことを「あ

て」ということがわかったよ。「うち」

もわたしを意味する「京ことば」だね。

・「ぐるぐる」は，つむじのことだと知っ

たよ。おもしろいね。 

・友だちを「おつれさん」というのだね。

○伝ワークシート「京都の

昔話を読んで」 

○伝ワークシート「『京こと

ば』カード」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ワークシート「京都にゆ

かりのある昔話を読ん

で」「『京ことば』カード」

をもとに，必要な情報を

集める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 

・

17 

・

18 

・

19 

◇「京都にゆかりのある昔話」や「京こ

とば」について学んだことや日常生活

で実際に使っている「京ことば」があ

るといった気付きを，どのように広め

るのかを考え表現し，発信する。 

・「おすすめの『京都にゆかりのある昔話』」

として，まとめて伝えることができると

思います。 

・お気に入りの「京都にゆかりのある昔

話」の本の帯をつくって，「京都にゆか

りのある昔話」のおもしろさを紹介し

たら良いと思います。 

・「京ことば」を使ったポスターをつくっ

たら，見る人の印象に残ると思います。

・「『京ことば』集」として，まとめたら，

たくさんの人に広まると思います。 

・「京ことば」を使った短歌をつくって掲

示したら，広まると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

◆アンケート用紙と回収

ボックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○校内（他学年に向けて）

及び地域の方に伝え広

げるための発信方法に

ついて目的意識をもっ

て考えるようにする。 

○第 18・19 時を発信（交

流）の時間とする。（ア

ンケート実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【技能】 

「京都にゆかりのある昔話」や

「京ことば」について，図書資

料を活用したり，聞き取り調査

したりして，必要な情報を集め

ている。 

（ワークシート） 

【知識・理解】 
「京都にゆかりのある昔話」や

「京ことば」のおもしろさや独特

の語り口調，言い回しなどに気付

いている。 

（ワークシート） 

【思考・判断・表現】 
「京都にゆかりのある昔話」

や「京ことば」について体感

したこと（本単元では特に，

きいたり，読んだり，触れた

り，感じたり，親しんだりし

たこと）をどのように発信す

るのかを考え，分かりやすく

表現している。 
（発言・行動観察・表現物）



 

20 

◇「京都にゆかりのある昔話」や「京こ

とば」について学んだことについて振

り返る。 

・わたしは「京都にゆかりのある昔話」

や「京ことば」について学習して，今

まで，京都で生活してきたけれど，知

らないことがたくさんあることに気付

きました。おすすめの「京都にゆかり

のある昔話」や「京ことば」を家族に

も伝えたいと思っています。 

○伝ワークシート「『京都に

ゆかりのある昔話』と

『京ことば』ふり返り

シート」 

 

 

 

 

 

 

○アンケートの内容も振

り返りの材料とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 
「京都にゆかりのある昔話」や

「京ことば」について学んだこ

とから，京都や地域の一員とし

ての自覚をもつとともに，京都

にゆかりのある「言語文化」を

大切にしようとしている。 
（「京都にゆかりのある昔話」

と「京ことば」ふり返りシート）



 

伝統文化教育                  総合的な学習の時間 学習指導案 

３年 組 指導者 ○○ ○○     

１ 日 時   平成○年○月○日（○）○校時 

２ 単元名   「京都や地域で伝え続けたい昔話や京ことば」 

３ 単元の目標 ・「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」をきいたり，読んだり，自ら探したり，校内や地域に向けて発信したりすることを通して，京都や

地域に対する親しみと愛着を高める。 

４ 本時の目標  「源氏物語」「枕草子」「一寸法師」の読み聞かせから，昔話に関心をもつことができる。 

５ 本時の展開 １・２／20 時間 

学習活動 

主な発問（◇）主な指示（□） 
予想される児童の反応（・） 

「学習課題」あるいは「学習のめあて」 

必要な資料など（◆） 

伝統と文化に関わって必ず提示する資料（○伝）

支援（＊）留意点（○）評価 

【但し，「地域で学ぶ強み」となる素材をどのように

学習活動に組み込むのか，その支援については，○伝及

び太字ゴシックで示す。】 

１ 「平安京

創生館『探

検マップ』」

の「まんが

で古典に親

しむコーナ

ー」を見る。 

 

 

２ 「枕草子

『春はあけ

ぼの』」と

「源氏物語

『桐壺』」に

ふれる。 

◇「まんがで古典に親しむコーナー」の「源

氏物語」と「枕草子」はどのようなお話

か知っていますか。 

・「平安京創生館『探検マップ』」を校内で

見たことがあるよ。 

・「源氏物語」も「枕草子」もきいたことは

あるけれど，内容は知らないです。 

・どのようなお話なのだろう。 

 

・「枕草子」の「春はあけぼの」は，「春は明

け方がよい。」という意味なのだね。 

・「源氏物語」の「ありけり」は「あった」

という意味なのだね。難しいなあ。 

・「源氏物語」と「枕草子」は，平安時代の

お話（昔のお話）なのだね。 

○伝「学習に活用できる『平安京創生館』」 

○伝社会科副読本わたしたちの京都「京都の

地図帳」 

 

 

 

 

 

 

○伝「枕草子『春はあけぼの』」 

○伝「源氏物語『桐壺』」 

 

 

 

 

○伝「古典の日記念 京都市平安京創生館」の「平安

京創生館『探検マップ』」を用いることで，「枕草

子」と「源氏物語」に関心をもち，それらが平安

時代のお話であることに気付くことができるよう

にする。 

○社会科副読本わたしたちの京都「京都の地図帳」

で京都アスニーの位置を確かめる。 

 

 

○「枕草子『春はあけぼの』」「源氏物語『桐壺』」を

教材として提示する。 

 

 

 

 



 

３ 知ってい

る 日 本 の

昔 話 に つ

い て 話 し

合う。 

 

 

 

４ 京都にゆ

か り の あ

る 昔 話 が

あ る こ と

を知る。  

 

 

 

 

 

 

 

５ 次時から

の「学習の

めあて」を

知る。 

 

 

◇みなさんが知っている日本の昔話は何で

すか。 

・「桃太郎」を知っているよ。 

・「浦島太郎」を知っているよ。 

・「一寸法師」を知っているよ。 

・「おむすびころりん」を知っているよ。１

年生のときに勉強したね。 

 

・京都にゆかりのある昔話があるのだね。

・どんな昔話なのかな。 

・先生が読んでいる昔話は，「一寸法師」だ。 

・ぼくは「一寸法師」をじっくりと読んで

みたいです。 

・「キツネ坂」は，本当にある坂のことなの

かな。 

・わたしは「一休さんのとんち」を読んで

みたいです。 

・「おさるのしりはなぜあかい」はどのよう

なお話なのだろう。 

 

 

 

 

・早く読んでみたいな。 

・５つの昔話を読んだら，他の京都にゆか

りのある昔話も見つけたいな。 

◆第１学年国語科「むかしばなしがいっぱ

い」の挿絵 

 

 

 

 

 

 

○伝京都にゆかりのある昔話（掲示物） 

 ⇒「一寸法師」 

  「木列坂（キツネ坂）」 

  「かえるをのみこんだととさん」 

  「一休さんのとんち」 

  「おさるのしりはなぜあかい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○このときに単元名を伝える。 

○第１学年国語科「むかしばなしがいっぱい」の挿 

 絵を用いることで，既習事項や生活経験を想起す

ることができるようにする。 

 

 

 

 

○伝「一寸法師」という題名を明かさず，京都にゆか

りのある昔話と伝えるだけで読み聞かせを行う

ことで，「一寸法師」と京都の関係に関心をもつ

ことができるようにする。更に，他の昔話の題名

を紹介することで，京都にゆかりのある昔話を読

んでみたいという，意欲をもつことができるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都にゆかりのある昔話を読み,お気に入

りの昔話を見つけよう。 

【関心・意欲・態度】 

「源氏物語」「枕草子」「一寸法師」の読み聞かせ

から，昔話に関心をもち，読もうとしている。 

（行動観察） 



 

６ 板書計画 
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月 

日 

時
間
目 

                

枕
草
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

む
ず
か
し
い
な
あ 

 
 
 
 
 
 
 
 

源
氏
物
語 

  

○
み
な
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
日
本
の
昔
話
は
何
で
す
か
。 

         

☆
京
都
の
昔
話
が
あ
る
。 

             

も
も
た
ろ
う 

社会科副読本わたしたちの京都 

「京都の地図帳」 

 

 

 

 

 

 

 

        ○ 

＊
こ
の
学
習
で
読
ん
で
い
く
昔
話 

「
一
寸
法
師
」 

 

「
き
つ
れ
坂
（
キ
ツ
ネ
坂
）」 

「
か
え
る
を
の
み
こ
ん
だ
と
と
さ
ん
」

「
一
休
さ
ん
の
と
ん
ち
」 

 

「
お
さ
る
の
し
り
は
な
ぜ
あ
か
い
」 

「『平安京創生館』」の場所は… 

平安京創生館『探検マップ』 

日
本
の
昔
話 

う
ら
し
ま
た
ろ
う 

き
ん
た
ろ
う 

い
っ
す
ん
ぼ
う
し

お
む
す
び
こ
ろ
り
ん 

京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
昔
話
を
読
み
、
お
気
に
入
り
の
昔
話
を
見
つ
け
よ
う
。 



 

伝統文化教育                  総合的な学習の時間 学習指導案 

３年 組 指導者 ○○ ○○     

１ 日 時   平成○年○月○日（○）○校時 

２ 単元名   「京都や地域で伝え続けたい昔話や京ことば」 

３ 単元の目標 ・「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」をきいたり，読んだり，自ら探したり，校内や地域に向けて発信したりすることを通して，京都や

地域に対する親しみと愛着を高める。 

４ 本時の目標  京都にゆかりのある昔話を読み,お気に入りの作品を選び,おもしろかったところや気になった言葉を見つけることができる。 

５ 本時の展開 ３・４・５／20 時間 

学習活動 

主な発問（◇）主な指示（□） 
予想される児童の反応（・） 

「学習課題」あるいは「学習のめあて」 

必要な資料など（◆） 

伝統と文化に関わって必ず提示する資料（○伝）

支援（＊）留意点（○）評価 

【但し，「地域で学ぶ強み」となる素材をどのように

学習活動に組み込むのか，その支援については，○伝及

び太字ゴシックで示す。】 

１  本 時 の

「学習のめ

あて」を確

かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇今日の学習のめあては何でしたか。 

・「京都にゆかりのある昔話を読み,お気に入

りの昔話を見つけよう。」です。 

◇読んでみたい昔話は決まっていますか。

・決まっています。前の時間に読み聞かせ

できいた「一寸法師」を自分でじっくり

と読みたいです。 

・わたしも決まっています。「きつれ坂（キ

ツネ坂）」を読んでみたいです。 

・ぼくは「かえるをのみこんだととさん」

を読んでみたいです。 

・わたしは「一休さんのとんち」を読んで

いきたいです。どんなとんちが出てくる

のか楽しみです。 

・わたしは「おさるのしりはなぜあかい」

◆「学習のめあて」掲示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

２ 京都にゆ

かりのある昔

話を読み，お

もしろかった

ところや気に

なった言葉を

記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を読みたいです。おさるのおしりが赤い

わけを知ることができるからです。 

□京都にゆかりのある昔話を読み，おもしろ

かったところや気になった言葉をワーク

シート「京都にゆかりのある昔話を読ん

で」に記録していきましょう。 

・「一寸法師」の背が大きくなったのは，う

ちでの小づちのおかげだった。 

・「思わはる」「～やて」とか，わたしたち

も使ったり聞いたりしている言葉が出て

くる。「ほれから」という言葉の意味は，

それからかな。 

・「きつれ坂（キツネ坂）」には松ヶ崎や岩

倉といった地名が出てくる。その地名は

今も使われている。 

・「きつれ坂（キツネ坂）」には「きやはっ

た」「おはようさん」といった言葉が出て

くるね。 

・「かえるをのみこんだととさん」は，とと

さんに対するかかさんとおしょうさんの

言葉がおもしろい。 

・「ええです」という言葉の意味は，「いい

です」かな。 

・「一休さんのとんち」は，『黒とかげのだら

すけ』を食べるための一休さんのちえが

すごいと思う。 

 

 

○伝京都にゆかりのある昔話 

 ⇒「一寸法師」 

  「木列坂（キツネ坂）」 

  「かえるをのみこんだととさん」 

  「一休さんのとんち」 

  「おさるのしりはなぜあかい」 

○伝ワークシート「京都にゆかりのある昔話

を読んで」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○京都にゆかりのある昔話を読んで，おもしろかっ

たところや気になった言葉を「ワークシート『京

都の昔話を読んで』」に記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【技能】 

「京都にゆかりのある昔話」について，読み聞か

せを聞いたり自分で読んだりして，必要な情報を

集めている。（ワークシート） 



 

 

 

 

 

 

 

３． 京都にゆ

かりのある

昔話を読み，

おもしろか

ったところ

や気になっ

た言葉につ

いて記録し

たことを交

流し，お気に

入りの昔話

を見つける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「一休さんのとんち」には，「きかはった」

や「いはらへん」といった言葉がある。

・「おさるのしりはなぜあかい」を読むと，

おさるのおしりが赤い理由がわかる。 

・まっかのことを「まっかいけ」と書いて

ある。 

□京都にゆかりのある昔話を読み，おもしろ

かったところや気になった言葉について,

記録したことを交流し，お気に入りの昔話

を見つけましょう。 

・「一寸法師」は，うちでの小槌のおかげで

立派な若者になれて嬉しかっただろうな

と思います。ぼくのお気に入りは，「一寸

法師」です。 

・「木列坂（キツネ坂）」には，松ヶ崎や岩

倉といった地名が出てきます。その地名

は今も使われているので，わたしのお気

に入りの昔話です。 

・「かえるをのみこんだととさん」を読ん

で，「鬼は外」の意味がわかりました。

ととさんが何でものみこむところがお

もしろかったです。わたしのお気に入

りは「かえるをのみこんだととさん」

です。 

・「一休さんのとんち」を読んで，おしょうさ

んに叱られずにあめを食べる方法を考えた

 

 

 

 

 

 

○伝ワークシート「京都にゆかりのある昔話

を読んで」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○交流の際には，まずそれぞれの昔話で「おもしろ

かったところ」，次に「気になった言葉」といった

順で交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一休さんはすごいと思いました。だから，

ぼくのお気に入りは，「一休さんのとんち」

です。 

・「おさるのしりはなぜあかい」を読んで，

おさるのおしりはあかいなと思ったこ

とがあったけれど，その理由がわかった

ので，おもしろかったです。「おさるの

しりはなぜあかい」がわたしのお気に入

りです。 

・「思わはる」「～やて」「きやはった」「お

はようさん」「きかはった」「いはらへん」

といったように，わたしたちも使ったり

聞いたりしている言葉が出てきたね。 

・「それなら」を「ほんなら」と言ったり，

「ごちそう」を「ごっそう」と言ったり

して,おもしろいなと思いました。 

・「京ことば」というのだね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知識・理解】 

京都にゆかりのある昔話を読み，そのおもしろさ

や独特の語り口調，言い回しなどに気付いている。 

（行動観察・ワークシート） 



 

６ 板書計画 
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月 

日 

時
間
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お
も
し
ろ
か
っ
た
と
こ
ろ 

 
 
 
 
 

気
に
な
っ
た
言
葉 

                                  

「
一
寸
法
師
」
は
、
う
ち
で
の
小

槌
の
お
か
げ
で
立
派
な
若
者
に
な

れ
て
嬉
し
か
っ
た
だ
ろ
う
な
。 

「
お
さ
る
の
し
り
は
な
ぜ
あ
か
い
」 

京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
昔
話
を
読
み
、
お
気
に
入
り
の
昔
話
を
見
つ
け
よ
う
。 

「
一
寸
法
師
」 

「
一
休
さ
ん
の
と
ん
ち
」 

「
か
え
る
を
の
み
こ
ん
だ
と
と
さ
ん
」

「
き
つ
れ
坂
（
キ
ツ
ネ
坂
）」 

松
ヶ
崎
や
岩
倉
と
い
っ
た
地
名
が

出
て
く
る
。
そ
の
地
名
は
今
も
使

わ
れ
て
い
る
。 

と
と
さ
ん
に
対
す
る
か
か
さ
ん
と

お
し
ょ
う
さ
ん
の
言
葉
が
お
も
し

ろ
い
。 

『
黒
と
か
げ
の
だ
ら
す
け
』
を
食

べ
る
た
め
の
一
休
さ
ん
の
ち
え
が

す
ご
い
。 

お
さ
る
の
お
し
り
は
あ
か
い
な

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
れ

ど
、
そ
の
理
由
が
わ
か
っ
た
。 

・
「
思
わ
は
る
」
「
～
や
て
」
と
か
、

わ
た
し
た
ち
も
使
っ
た
り
聞
い
た

り
し
て
い
る
。 

 

・「
ほ
れ
か
ら
」
と
い
う
言
葉
の
意
味

は,

そ
れ
か
ら
か
な
。 

 

・「
き
や
は
っ
た
」「
お
は
よ
う
さ
ん
」

と
い
っ
た
言
葉
が
出
て
く
る
。 

 

・「
え
え
で
す
」
と
い
う
言
葉
の
意
味

は
、
「
い
い
で
す
」
か
な
。 

 

・「
き
か
は
っ
た
」
や
「
い
は
ら
へ
ん
」

と
い
っ
た
言
葉
も
出
て
く
る
。 

 

・
ま
っ
か
の
こ
と
を
「
ま
っ
か
い
け
」

と
書
い
て
あ
る
。 

「
京
こ
と
ば
」
と
い
う
の
だ
ね
。

く
わ
し
く
知
り
た
い
。



 

伝統文化教育                  総合的な学習の時間 学習指導案 

３年 組 指導者 ○○ ○○     

１ 日 時   平成○年○月○日（○）○校時 

２ 単元名   「京都や地域で伝え続けたい昔話や京ことば」 

３ 単元の目標 ・「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」をきいたり，読んだり，自ら探したり，校内や地域に向けて発信したりすることを通して，京都や

地域に対する親しみと愛着を高める。 

４ 本時の目標  「京ことば」に関心をもつことができる。 

５ 本時の展開 ６／20 時間 

学習活動 

主な発問（◇）主な指示（□） 
予想される児童の反応（・） 

「学習課題」あるいは「学習のめあて」 

必要な資料など（◆） 

伝統と文化に関わって必ず提示する資料（○伝）

支援（＊）留意点（○）評価 

【但し，「地域で学ぶ強み」となる素材をどのように

学習活動に組み込むのか，その支援については，○伝及

び太字ゴシックで示す。】 

１ 前時の学

習 を 振 り

返る。  

 

 

２ 本時の学

習のめあて

を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

◇前の時間に，「かいらしい」「ほして」「え

え」「あて」「どこぞ」などの言葉がでて

きましたが，何言葉だったか覚えていま

すか。 

・「京ことば」です。 

「京ことば」の意味を考えよう。 

□「『京ことば』○×クイズ」を通して，「京

ことば」の意味について考えましょう。

・「おはようおかえりやす」の意味は，「い

ってらっしゃい」ではなく，「早く帰って

きてください。」という意味だと思うよ。

・「かいらしい」は「一寸法師」を読んだと

きにも出てきた言葉だね。「かいらしい」

の意味は「買いなさい」ではなく，「かわ

いらしい」だと思います。 

 

 

 

 

 

○伝ワークシート「『京ことば』の意味を考え

よう。」 

○伝「京ことば」の事例 

⇒「おはようおかえりやす（いってらっし

ゃい）」 

「かいらしい（かわいらしい）」 

「せんど（何度も）」 

「たく（煮る）」 

「ちびっと（ちょっと）」 

などを提示する。 

○前時の学習を振り返る際には，側面掲示を根拠に

振り返る。 

 

 

 

○伝「『京ことば』○×クイズ」を行うことで，それぞ

れの「京ことば」の意味を考えたり，「京ことば」

についての興味や関心をもったりすることができ

るようにする。 

○クイズは○×形式にしたものを提示する。また，

×だと判断した場合は，○だと思う意味も考える

ように指示する。 

○個の学びの後，二人組あるいは三人組のグループ

でどのように考えたのかを確認し合う「『京こと

ば』の意味」を行うようにする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「京こと

ば」の意味を

確かめる。 

 

 

 

 

 

 

４ 学習の振

り 返 り を

行う。 

・「せんど」は「しんせん」で合っていると

思います。食べ物の鮮度が良いと言うこ

とがあるからです。 

・「たく」の意味は「煮る」で合っていると

思います。親が「おいものたいたん」と

言っていたことがあるからです。 

・「ちびっと」の意味は「ちょっと」で合っ

ていると思います。お菓子を「ちびっと」

ちょうだいと文章にしたときにも当ては

まるからです。 

□「京ことば」の意味を確かめましょう。

・「おはようおかえりやす」は，「いってら

っしゃい」という意味なのだね。 

・「かいらしい」は，「かわいらしい」とい

う意味なのだね。 

・「せんど」の意味は,「何度も」なのだね。

・「たく」は「煮る」で合っていたね。 

・「ちびっと」の意味は，「ちょっと」なの

だね。 

◇学習をして「そうだったのか」と気づい

たことは，どのようなことですか。 

・わたしは生まれてからずっと京都に住ん

でいるけれど「京ことば」についてあま

り知らないなと感じた。「せんど」の意味

を知ることができてよかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○伝「『京ことば』○×クイズ」板書用 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆振り返り用のワークシート 

 

 

 

 

 

○「『ちびっと』の意味は『ちょっと』で合っている

と思います。お菓子を『ちびっと』ちょうだいと

文章にしたときにも当てはまるからです。」といっ

たように具体的に話しているグループの姿が見ら

れた時には，クラス全体に伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 

「京ことば」に関心をもとうとしている。 

（行動観察・ワークシート） 



 

６ 板書計画 
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京
都
や
地
域
で
伝
え
続
け
た
い
昔
話
や
京
こ
と
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い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
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か
わ
い
ら
し
い 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ん
ど
も 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

煮
る 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ち
ょ
っ
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「
京
こ
と
ば
」
の
意
味
を
考
え
よ
う
。 

「
お
は
よ
う
お
か
え
り
や
す
」 

こ
の
「
京
こ
と
ば
」
の
意
味
は
、

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
で
あ
る
。 

○
か
×
か
。 

「
か
い
ら
し
い
」 

こ
の
「
京
こ
と
ば
」
の
意
味
は
、

「
買
い
な
さ
い
」
で
あ
る
。 

○
か
×
か
。 

「
せ
ん
ど
」 

こ
の
「
京
こ
と
ば
」
の
意
味
は
、

「
し
ん
せ
ん
」
で
あ
る
。 

○
か
×
か
。 

「
た
く
」 

こ
の
「
京
こ
と
ば
」
の
意
味
は
、

「
煮
る
」
で
あ
る
。 

○
か
×
か
。 

「
ち
び
っ
と
」 

こ
の
「
京
こ
と
ば
」
の
意
味
は
、

「
ち
ょ
っ
と
」
で
あ
る
。 

○
か
×
か
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伝統文化教育                  総合的な学習の時間 学習指導案 

３年 組 指導者 ○○ ○○     

１ 日 時   平成○年○月○日（○）○校時 

２ 単元名   「京都や地域で伝え続けたい昔話や京ことば」 

３ 単元の目標 ・「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」をきいたり，読んだり，自ら探したり，校内や地域に向けて発信したりすることを通して，京都や

地域に対する親しみと愛着を高める。 

４ 本時の目標 「京都にゆかりのある昔話」を見つけて読んだり，「京ことば」を調べたり集めたりすることができる。 

５ 本時の展開 ７・８・９・10・11・12・13・14・15／20 時間 

学習活動 

主な発問（◇）主な指示（□） 
予想される児童の反応（・） 

「学習課題」あるいは「学習のめあて」 

必要な資料など（◆） 

伝統と文化に関わって必ず提示する資料（○伝）

支援（＊）留意点（○）評価 

【但し，「地域で学ぶ強み」となる素材をどのように

学習活動に組み込むのか，その支援については，○伝及

び太字ゴシックで示す。】 

１ 学習の見

通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「京都にゆかりのある昔話」や「京こと

ば」のことを誰かに伝えるとしたら，誰

に伝えることができそうですか。 

・家族に伝えることができると思います。

・○年生や◇年生に伝えることもできると

思います。 

・西陣織の学習でお世話になった方に伝え

ることもできると思います。 

◇「京都にゆかりのある昔話」や「京こと

ば」のこと伝えるために，どのようなこ

とができそうですか。 

・「一寸法師」「木列坂（キツネ坂）」「かえ

るをのみこんだととさん」「一休さんのと

んち」「おさるのしりはなぜあかい」以外

に，「京都にゆかりのある昔話」には，ど

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

２ 学習のめ

あてを知り，

情報を収集

する。 

のようなものがあるのかを知らなくては

いけないと思います。 

・「京ことば」には，どのようなものがある

かや，その意味について調べなくてはい

けないと思います。 

 

 

 

 

□「京都や地域で伝え続けたい話やことば」

を発信するために，「京都にゆかりのある

昔話」を見つけて読んだり，「京ことば」

を調べたり集めたりしましょう。 

・どのようにして「京都にゆかりのある昔

話」や「京ことば」を集めると良いかな。

・図書室に「京都にゆかりのある昔話」や

「京ことば」の本があるかもしれないよ。

・コンピュータを使ったり，人に尋ねたり

しても良いかもしれないよ。 

・「浦島太郎」「牛若と弁慶」も「京都にゆ

かりのある昔話」であることがわかった。

・「京ことば」では，わたしのことを「あて」

ということがわかったよ。「うち」もわた

しを意味する「京ことば」だよ。 

・「ぐるぐる」は，つむじのことだと知った

よ。おもしろいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○情報の収集の行っていく前に，「京都にゆかりのあ

る昔話」「京ことば」のどちらについて追究してい

くのかを決める。 

○ワークシート「京都にゆかりのある昔話を読んで」

「『京ことば』カード」をもとに，必要な情報を集

めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○情報を集めてどのようなことがわかったのかを交

流する時間を保障するとともに，進捗状況を確認

する。 

 

【技能】 

「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」につ

いて，図書資料を活用したり，聞き取り調査した

りして，必要な情報を集めている。 

（ワークシート） 

【知識・理解】 

「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」のお

もしろさや独特の語り口調，言い回しなどに気付

いている。 

「京都や地域で伝え続けたい話やことば」

を発信するために，「京都にゆかりのある昔

話」を見つけて読んだり，「京ことば」を調

べたり集めたりしよう。 



 

６ 板書計画 
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月 

日 

時
間
目 

 

「
京
都
や
地
域
で
伝
え
続
け
た
い
昔
話
や
京
こ
と
ば
」 

         

◇
必
要
な
情
報
を
集
め
る
方
法 

          

◇
情
報
を
集
め
て
わ
か
っ
た
こ
と 

                    

「
京
都
や
地
域
で
伝
え
続
け
た
い
話
や
こ
と
ば
」
を
発
信
す
る
た
め
に
、

「
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
昔
話
」
を
見
つ
け
て
読
ん
だ
り
、「
京
こ
と
ば
」

を
調
べ
た
り
集
め
た
り
し
よ
う
。 

・
「
浦
島
太
郎
」
「
牛
若
と
弁
慶
」
も
「
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
昔
話
」

で
あ
る
。 

・
「
京
こ
と
ば
」
で
は
、
わ
た
し
の
こ
と
を
「
あ
て
」
と
い
う
。 

「
う
ち
」
も
わ
た
し
を
意
味
す
る
「
京
こ
と
ば
」
だ
ね
。 

・
「
ぐ
る
ぐ
る
」
は
、
つ
む
じ
の
こ
と
だ
と
知
っ
た
。
お
も
し
ろ
い
。 

・
友
だ
ち
を
「
お
つ
れ
さ
ん
」
と
い
う
。 

・ ・ ・

・
図
書
室
で
「
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
昔
話
」
や
「
京
こ
と
ば
」
に
つ

い
て
調
べ
る
。 

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
り
、
人
に
尋
ね
た
り
し
て
情
報
を
集
め
る
。



 

伝統文化教育                  総合的な学習の時間 学習指導案 

３年 組 指導者 ○○ ○○     

１ 日 時   平成○年○月○日（○）○校時 

２ 単元名   「京都や地域で伝え続けたい昔話や京ことば」 

３ 単元の目標 ・「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」をきいたり，読んだり，自ら探したり，校内や地域に向けて発信したりすることを通して，京都や

地域に対する親しみと愛着を高める。 

４ 本時の目標 「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」について学んだことや日常生活で実際に使っている「京ことば」があるといった気付きを，どのよ 

うに広めるのかを考え表現し，発信することができる。 

５ 本時の展開 16・17・18・19／20 時間 

学習活動 

主な発問（◇）主な指示（□） 
予想される児童の反応（・） 

「学習課題」あるいは「学習のめあて」 

必要な資料など（◆） 

伝統と文化に関わって必ず提示する資料（○伝）

支援（＊）留意点（○）評価 

【但し，「地域で学ぶ強み」となる素材をどのように

学習活動に組み込むのか，その支援については，○伝及

び太字ゴシックで示す。】 

１ 集めた情

報をどのよ

う に ま と

め，発信す

るのかを考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「京都にゆかりのある昔話」や「京こと

ば」について集めた情報を，どのように

まとめ，発信すると良いでしょう。 

・「おすすめの『京都にゆかりのある昔話』」

として，まとめて伝えることができると思

います。 

・お気に入りの「京都にゆかりのある昔話」

の本の帯をつくって，「京都にゆかりのあ

る昔話」のおもしろさを紹介したら良い

と思います。 

・「京ことば」を使ったポスターをつくった

ら，見る人の印象に残ると思います。 

・「『京ことば』集」として，まとめたら，

たくさんの人に広まると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○伝校内（他学年に向けて）及び地域の方に伝え広げ

ることを知ることで，発信する方法について目的

意識をもって考えることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現】 

「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」につ

いて体感したこと（本単元では特に，きいたり，

読んだり，触れたり，感じたり，親しんだりした

こと）をどのように発信するのかを考え，分かり

やすく表現している。 

（発言・行動観察・表現物） 



 

２ 校内や地

域に向けて

発信する。 

・「京ことば」を使った短歌をつくって掲示

したら，広まると思います。 

 

◆アンケート用紙と回収ボックス ○第 18・19 時を発信の時間とする。（アンケート

実施） 

 

６ 板書計画 
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日 

時
間
目 

 

「
京
都
や
地
域
で
伝
え
続
け
た
い
昔
話
や
京
こ
と
ば
」 

       
 
 
 

◇
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
、
発
信
す
る
と
良
い
だ
ろ
う
。 

  

「
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
昔
話
」 

               

「
京
こ
と
ば
」 

              

「
京
都
や
地
域
で
伝
え
続
け
た
い
話
や
こ
と
ば
」
を
発
信
す
る
た
め
に
、 

「
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
昔
話
」
を
見
つ
け
て
読
ん
だ
り
、
「
京
こ
と
ば
」

を
調
べ
た
り 

・
「
お
す
す
め
の
『
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
昔
話
』
」
と
し
て
、
ま
と
め
て
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
。 

・
お
気
に
入
り
の
「
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
昔
話
」
の
本
の
帯
を
つ
く
っ
て
、「
京

都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
昔
話
」
の
お
も
し
ろ
さ
を
紹
介
す
る
。 

・ ・ 

・
「
京
こ
と
ば
」
を
使
っ
た
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
っ
た
ら
、
見
る
人
の
印
象
に
残
る
。

・
「
『
京
こ
と
ば
』
集
」
と
し
て
、
ま
と
め
た
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
に
広
ま
る
。 

・
「
京
こ
と
ば
」
を
使
っ
た
短
歌
を
つ
く
っ
て
掲
示
し
て
広
め
る
。 

・ ・ ・ 



 

伝統文化教育                  総合的な学習の時間 学習指導案 

３年 組 指導者 ○○ ○○     

１ 日 時   平成○年○月○日（○）○校時 

２ 単元名   「京都や地域で伝え続けたい話やことば」 

３ 単元の目標 ・「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」をきいたり，読んだり，自ら探したり，校内や地域に向けて発信したりすることを通して，京都や

地域に対する親しみと愛着を高める。 

４ 本時の目標 「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」について学んだことや新たな発見ができるようにする。 

５ 本時の展開 20／20 時間 

学習活動 

主な発問（◇）主な指示（□） 
予想される児童の反応（・） 

「学習課題」あるいは「学習のめあて」 

必要な資料など（◆） 

伝統と文化に関わって必ず提示する資料（○伝）

支援（＊）留意点（○）評価 

【但し，「地域で学ぶ強み」となる素材をどのように

学習活動に組み込むのか，その支援については，○伝及

び太字ゴシックで示す。】 

１ 学習した

ことを振り

返るととも

に，再発見

したことを

表出する。 

◇学習してきたことを振り返り，まとめま

しょう。 

 

 

 

・ぼくは，浦島太郎や一寸法師などが，「京

都にゆかりのある昔話」であることを知

れてよかったです。この学習をするまで

は，意識していなかったからです。 

・わたしは自分のことを「うち」と言うこ

とがありました。同じ意味の「京ことば」

に「あて」もあり，「京ことば」っておも

しろいな，と思いました。普段，何気な

く使っている「京ことば」について，こ

れからも調べていきたいです。 

○伝ワークシート「『京都にゆかりのある昔

話』と『京ことば』ふり返りシート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○単元通しての学習に加えて，他学年からのアンケー

トの内容も振り返りの材料とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「京都や地域で伝え続けたい話や言葉」

について発信したり，振り返ったりし

て，再発見したことは何だろう。 

【関心・意欲・態度】 

「京都にゆかりのある昔話」や「京ことば」につ

いての理解や考えを深めたことから，京都や地域

の一員としての自覚をもつとともに，京都にゆか

りのある「言語文化」を大切にしようとしている。 

（「京都にゆかりのある昔話」と「京ことば」ふり

返りシート） 



 

６ 板書計画 
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※子どもたちの一人一人のワークシート【全員分を掲示する。】 

 

月 

日 

時
間
目 

 

「
京
都
や
地
域
で
伝
え
続
け
た
い
昔
話
や
京
こ
と
ば
」 

                   

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 
 
 
 
 
 

・ 

 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 
 
 
 
 
 

・ 

 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 
 
 
 
 
 

・ 

               

「
京
都
や
地
域
で
伝
え
続
け
た
い
話
や
言
葉
」
に
つ
い
て
発
信
し
た
り
、

振
り
返
っ
た
り
し
て
、
再
発
見
し
た
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。 

 


